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A.研究目的

Covid-19感染に伴う開頭剖検の激減の中で、

プリオン病剖検を確保するため、ブレインバン

ク生前献脳同意体制の活用を試みた。同様の体

制を大阪地区で活用し、拠点構築を試みた。

B.研究方法

プリオン病剖検推進のため、介護者の本人受

託同意に基づき関東地区では遠隔地からの搬送

剖検を引き受ける体制を構築した。大阪地区で

は、ご家族の強い剖検希望に答えるかたちで、

新規拠点創設を試みた。

（倫理面への配慮） 

日本神経病理学会・生物学的精神医学会合同

ブレインバンク倫理指針に基づき、死体解剖保

存法に従った。

C.研究結果

東京において、2020年4月、パーキンソン病

で長期フォローされていた症例で、プリオン病

を続発したとした診断例の搬送剖検を行った。

医療リソースの枯渇、コロナ罹患の有無のチェ

ック等、数々の問題点を克服しながらのことで

あったが、その後の蔓延により体制自体の自粛

を余儀なくされた。特に国立感染研のコロナ剖

検はプリオン病に準じて行うようにとのガイド

が影響を与え、コロナ陽性例の剖検のみならず、

剖検全体が困難となった。

その後討論を積み重ね、開頭剖検、ついで搬

送剖検体制を復活できた。

2021年度は配偶者の強い希望で気管切開、人

工呼吸器を導入された神奈川県伊勢崎市在宅例

について、本人の意志委託に基づく配偶者の生

前献脳同意登録に基づき、当施設に搬送剖検を

行うことが出来た。診断後7年経過例で、古典

的クロイツフェルト・ヤコブ病典型例として最

長例であり、type 1 prion aggregateと命名し

た、これまで注目されていなかった神経病理所

見を記載出来た。

 大阪拠点では、刀根山病院での同様の高齢者

ブレインバンク生前献脳同意登録に基づき、開

頭剖検の後、脳を受け取り、診断を行うことで

2021年度に2例の剖検を得ることが出来た。 

E.結論

生前献脳同意事前登録体制は、プリオン病剖

検促進に、コロナ蔓延下でも有効である。
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研究要旨 
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 大阪地区では刀根山医療センターブレインバンクへの生前献脳同意に基づき、プリオン病剖
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た。これまで大阪にはなかった拠点を構築できた。
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